
  
  

 

 

職名 氏名 担当学年等 職名 氏名 担当学年等 教科 部活動等 

教頭 宮﨑 純信  教頭 豊原 隆之      

教諭 住吉 理江 １年担 教諭 髙橋 由耶 ７年担 理科 野球 

教諭 西村 亮子 ２年担 教諭 前田 剛志 ７年副 社会 野球 

教諭 引地  慎 ３年担 教諭 森本あやめ ８年担 保健体育 女子バレー 

教諭 伊藤 拓海 ４年担 教諭 小出 拓哉 ８年副 理科 吹奏楽 

教諭 長谷川千晴 ５年担 教諭 神山 利彦 ８年副 英語 女子バレー 

教諭 太田  愛 ６年担 教諭 斎藤 帆貴 ９年担 国語 男子バスケ 

教諭 佐藤 聡子 通級 教諭 大東  翔 ９年副 数学 男子バスケ 

教諭 五十嵐孝一 通級 教諭 高橋 典子 ９年副 音楽 吹奏楽 

教諭 丸山 紀砂 通級 教諭 山口 拓海 特別支援(知的)  野球 

教諭 一橋 優菜 図工専科 教諭 村橋  歩 特別支援(情緒)  吹奏楽(補助) 

教諭 酒井 一人 特別支援(知的) 教諭 阿部 翔太 （巡回：技家）   

教諭 箱崎 由子 特別支援(情緒)      

教諭 横山 哲子 英語専科 養護教諭 野澤亜希子    

支援員 菊地 京子  事務職員 大崎 直基    

支援員 牧村あおい  公務補 古賀 和志    

支援員 宍戸美由紀  ALT ハナコ・ウィルソン    

事務職員 鈴木 朗仁  SC 中野 武房    

 

 
普

通

学

級 

 男子 女子 計 担 任 副担任等 

１年 8 13 21 住吉 理江 

横山 哲子 

一橋 優菜 

２年 5 10 15 西村 亮子 

３年 7 13 20 引地  慎 

４年 12 6 18 伊藤 拓海 

５年 11 7 18 長谷川千晴 

６年 13 5 18 太田  愛 

７年 9 10 19 高橋 由耶 前田 剛志 

８年 10 5 15 森本あやめ 神山 利彦・小出 拓哉 

９年 5 10 15 斎藤 帆貴 大東  翔・高橋 典子 

小  計 80 79 159 ＊ ＊ 

特
別
支
援 

 学年 男子 女子 計 担任 副担任 

知的学級 1/5 2 1 3 箱崎 由子  

情緒学級 3/6 1 2 3 酒井 一人  

情緒学級 7 1  1 村橋  歩  

知的学級 7 1  1 山口 拓海  

小  計 5 3 8 ＊  

合  計 85 82 167 ＊  

令和７年度 

ゆ う べ つ 学 園 学 校 要 覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職員一覧 校長 若 松 征 一 

学級編成 令和７年４月１日現在 

～ ゆうべつ学園教育目標 ～ 
＜基本理念＞ 

「多様な仲間と共に学び続ける子ども」が育つ学園の創造 

＜具体目標＞ 

〇自ら学び考え、進んで伝え合う子 

〇心豊かで、思いやりのある子 

〇積極的に行動し、粘り強くやり抜く子 

〇生命を大切にし、健康でたくましい子  【令和５年４月制定】 

住所：〒099-6414 紋別郡湧別町錦町 223 番地 

TEL：01586-5-2410 

FAX：01586-5-2418 



  
  

 

 
 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 

 （1-4 年） （5-7 年） （8-9 年） 

４月    

５月    

６月    

７月    

８月    

９月    

１０月    

１１月    

１２月    

１月    

２月    

３月    

通年    

 
【１F】                          【２F】 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ゆうべつ学園の１年（Ｒ７より） 校舎平面図 

生徒総会 

避難訓練 

運動会 

宿泊研修⑸ 

夏季休業日 

修学旅行⑹ 

芸術鑑賞 芸術鑑賞 

マラソン大会（学年毎実施） 

終業式 

入学式・始業式・着任式 

始業式・着任式 

保護者面談 

全校参観日⑴・PTA 総会 

対面式 

夏季休業日 

始業式 

学園祭 

参観日 

冬季休業日 

冬季休業日 

新入生１日体験入学 

参観日 

公立高校入試 

卒業証書授与式 

修了式・離任式 

朝読書活動 

なかよし集会 

縦割り清掃活動 

1 年生入学式 

ゆうべつ学（フィールドワーク） 

運動会 

全校集会 

開校記念作品 



  
  

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

単元配列表～学びと学びがつながる 深い学びへ～ 時程 乗り入れ授業 

特色ある取組 全校縦割り清掃  

１年生から９年生までの班を作り、異学年での清掃活動  

総合的な学習の時間『ゆうべつ学』を中心とした同一学年間の学びのつながり 

同一教科における異学年間の学びのつながり

前期課程職員が 

後期課程美術の授業へ 

後期課程職員が 

前期課程理科の授業へ 

後期課程職員が 

前期課程算数の授業へ 

後期課程職員が 

全校生徒の音楽の授業へ 

後期課程職員が 

前期課程英語の授業へ 



  
  

 

 

  

 
 

 
豊富な自然→地域学校協働活動の拠点として機能させる 

 

 

探究的な活動を実践する テーマは、自分で決める 

 
 

知と実を融合させる 自由進度学習 

  
 

カリキュラム・デザイン～ゆうべつ学園創立の理念～ 

グランドデザイン 

ゆうべつ学（探究的な学び） 



  
  

 

 

 個別最適な学習を加速させる情報活用能力の向上 

 
 
 
 
 
 
 

 確かな学力の定着に向けての家庭学習力の育成  

 
 
 
 
 
 
 

 異学年間の学びを結び付け、理解の深化を図る 

 
 
 
 
 
 
 

子ども、教職員の Well-being を実現させる環境の構築  

 
 
 
 
 
 
 

 振り返りを中心とする１単位時間の授業デザインの工夫 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

  学びの入門期（1-4 年） 

S（スタート）ブロック 

学びの充実期（5-7 年） 

M（ミドル）ブロック 

学びの発展・創造期（8-9 年） 

L（ラスト）ブロック 

「
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
学
び
続
け
る
力
」 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

体験を通して思いや願いを

もち、課題を見つけ、主体的

に学習活動に取り組んでい

る。 

体験を通して思いや願いを
もち、課題を見つけ、これま
での学びを活用・発揮しな
がら主体的・協働的に課題
を解決している。 

体験を通して思いや願いをも
ち、課題を見つけ、これまでの
学びを活用・発揮しながら、異
なる視点から考え、協働的に課
題を解決している。 

リ
テ
ラ
シ
ー 

様々な語彙を知り、使い、内

容を正しく読み取り、自分

の 考 え を ま と め て 書 く な

ど、語彙力、読解力、表現力

の基礎が身についている。 

物事の中から問題を見いだ
し、見通しをもって学習活
動を進め、ふり返り、次につ
なげていくことを通して、
問題解決的な学習の楽しさ
を味わっている。 

様々な方法で必要な情報を収
集し、整理したり、分析したり
しながら問題解決に生かして
いる。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

人との関わりや言葉への興

味・関心を高め、様々な教育

活動を通して対話に関する

知識や技能を身に付け、自

立的・共生的な態度が身に

ついている。 

事物や対象との対話、教師
との対話、友達との対話、自
分との対話など、様々な場
面における学び合いを通し
て、言語運用力、傾聴力、対
話力を身に付け、対話のあ
る授業の楽しさを味わって
いる。 

表現方法や伝え方に自分らし
さを出し、様々な表現活動を通
して、自分なりの学び方や考え
方を見つけ続けるとともに、互
いに磨き合っている。 

R7 の重点取り組み項目 

重点１ 

重点２ 

重点３ 

重点４ 

重点５ 

４・３・２制～学年段階の区切りにおける学びの姿～ 

安心安全な教室環境 

語り合える明るい空間 

互いの学び合い 

９年間を見通す 

導入・展開・終末の工夫 

振り返りの視点の共有化 

量と質の工夫 

段階に応じた取組 

データと紙のハイブリット 

オンライン学習 
３つのアプリの利活用 

導入（課題把握・見通し） 

展開（個人・ペア・グループ） 

終末（まとめ・振り返り・３Z） 

物品の整理・管理 

打ち合わせしやすい環境 

Ｓブロック(１～４年生) 

基礎・基本の定着と学習習慣の形成 

「学ぶ準備をする時期」 

⑴読み・書き・計算などの基礎学力を 

しっかりと身につける 

⑵学ぶ楽しさや習慣を育てる 

（毎日の授業・宿題に慣れる） 

⑶学校生活への適応、 

社会性の芽生え（集団行動やルールの理解） 

⑷探究心や自己表現の土台作り 

Мブロック(５～７年生) 

学力の発展と学びの接続 

「思春期の入り口」であり、自立へのステップが始

まる大事な時期 

⑴各教科の内容が難しくなるので、学びの「考える 

力・活用力」を伸ばす 

⑵心と体の変化が大きい時期なので、自己理解と 

他者理解を深める 

⑶自立に向けた態度づくり 

（自分で考えて行動する） 

Ｌブロック(８～９年生) 
進路選択と学びのまとめ・深化 

 「社会への橋渡し」期。学んだことをどう活かすか？自

分の進む道を見つけていく時期 

⑴各教科の専門的な内容を深く学ぶ 

⑵進路（高校など）を意識した学習とキャリア教育 

⑶主体的・協働的な学び 

（探究活動やプロジェクト型学習など） 

⑷社会との関わりを学び、未来を考える 

職員室 



  
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
主な研修日程（外部講師を招いた研修日のみ抜粋） 

月 日 曜 内容 

5 7 水 特別支援スーパーバイザー講演会 

7 4 水 視点①単元デザインオンライン講座(講師樺山先生) 

12 10 水 学推教研究大会(講師樺山先生)・SML から 1 本授業公開  

2 12 木 守屋名誉教授守屋による学び合い講座 

※日程外で、授業づくりの視点②③⑤に関するミニ研修(16：30～16：45)を行います。 

チーム学校を支える組織体制 多様な研修体制 

学校教育目標 

学校重点教育目標 

一歩踏み出す心 自ら学ぶ 支え合う仲間 

学びの向上 
文章や情報を正しく読み、自分の考えを表
現できる子～読解力と記述力を高める～ 

心を育む 
思いやりをもち、他者を支える子 
自ら挑戦し、自己肯定感を高める子 

研究主題 

「文章や情報を正しく読み、自分の考えを表現できる子」が育つ授業づくり 

～読解力と記述力を高める～ 

教育 
づくり 

教育課程、特活・総合・道徳 

教務行事、学籍、時間割 

特別支援教育※特支 CO 

学び 
づくり 

学習指導、学習事務、図書、進路指導 

研修（校内）、研修（校外） 

研修事務、ICT・視聴覚 

育ち 
づくり 

生徒指導、児童生徒会、体育指導 

部活動、保健、給食、 

清掃・文化 

環境 
づくり 

  事務、施設 

学校長 

教頭 

教頭 

学校力向上委員会 

同じベクトル 

ミドルの育成 

研究主題：「文章や情報を正しく読み、自分の考えを表現できる子」が育つ授業づくり 

～読解力と記述力を高める～ 

相
互
補
完
体
制
（
チ
ェ
ツ
ク
機
能
と
多
角
的
な
視
点
） 

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
（
管
理
職
候
補
者
の
育
成
） 

学
校
運
営
意
識
の
向
上
（
個
と
チ
ー
ム
の
バ
ラ
ン
ス
） 

SML 特支の 4 つのグループごとに授業を公開する 

 

方策③ 

教職員で授業を語る場を設定する 

「外部講師の活用」「実践交流会」 
方策② 

授業づくりの視点を明確にする 
①「単元のデザイン」 

②「単元配列表」 

③「1 単位時間のデザイン」 

④「学び合いのある学び＋基礎基本」 

⑤「日常的な ICT 活用」 

 

方策① 


